
 

令和５年度(2023 年度)第１回自転車のまちつくば推進委員会 

次第 

 

日時：令和５年(2023 年)８月２日(水) 

14 時 00 分～16 時 30 分     

場所：筑波山ゲートパーク 

 

１ 開会 

 

２ 委員長挨拶 

 

３ 議事 

 

（１） 令和５年度自転車のまちつくば推進委員会開催時期及び 

（仮称）つくば市自転車活用推進計画策定スケジュールについて 

（２） つくば市自転車施策の方針と現状の施策について 

 

４ その他 

 

５ 閉会 

 

＜配布資料＞ 

   資料１     令和５年度自転車のまちつくば推進委員会開催時期及び 

（仮称）つくば市自転車活用推進計画策定スケジュールについて 

資料 2－1  つくば市自転車施策の方針と現状の施策について  

資料 2－２  これまでのつくば市の自転車施策に対する委員の意見整理 

参考資料１  令和５年度（2023 年度）自転車のまちつくば推進委員会委員名簿 

参考資料２  自転車のまちつくば推進委員会設置要項 

参考資料３  （仮称）つくば市自転車利用推進計画策定の考え方 

参考資料４  つくば市自転車施策の方針と現状の施策について（イメージ図） 

参考資料５  これまでのつくば市の自転車施策に対する意見の整理（イメージ図） 

参考資料６  これまでの委員会での委員意見一覧 

参考資料７  つくば市自転車施策概要 

                                                                                                                             



資料１ 

令和５年度自転車のまちつくば推進委員会開催時期及び 

（仮称）つくば市自転車活用推進計画策定スケジュールについて 

 

 委員会開催時期（予定） 

（仮称）つくば市自転車活用推進計画

（自転車ネットワーク計画を含む） 

策定スケジュール 

令
和
５
年
度 

８月 委員会開催 策定スケジュールの確認、現状整理 

９月   

10 月   

11 月  計画実行支援業者プロポーザル実施 

12 月 委員会開催 計画実行支援業者契約、新計画目標設定 

１月   

２月   

３月 委員会開催 新計画骨子審議 

令

和

６

年

度 

４月   

５月   

６月   

７月   

８月 委員会開催 新計画素案審議 

９月   

10 月   

11 月   

12 月 委員会開催 パブリックコメント前計画確認 

１月  パブリックコメント実施 

２月 委員会開催 新計画最終確認 

３月  新計画完成 

 



施策
シェア
サイク
ル

レンタ
サイク
ル

自転車
拠点整
備

児童ヘ
ルメッ
ト購入
補助事
業

幼児２
人同乗
自転車
購入補
助事業

自転車
通勤推
進事業

広域レ
ンタサ
イクル

自転車
レーン
整備

TX駅前
駐輪場
整備

高齢者
電動ア
シスト
自転車
購入補
助事業

安全啓
発広報

小中学
生向け
安全講
習

環境
日常的利用 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎

嗜好的利用 〇 〇 〇 〇

健康
日常的利用 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

嗜好的利用 〇 〇 〇 〇 〇

地域
振興

日常的利用 〇 〇 〇 〇 〇

嗜好的利用 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

安全
日常的利用 〇 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎

嗜好的利用 〇 〇 〇 〇

資料2-1
つくば市自転車施策の方針と現状の施策について

（仮称）つくば市自転車活用推進計画の主要素に、現状の施策が
どのように当てはまるかを整理したものです。
※「◎」の項目が当該事業の主目的となっています。



集約した意見

自転車利
用による
CO2削減
量の「見
える」化

自転車
レーンの
整備

BMX等、
自転車競
技のス
クール設
置

地域と連
携した
マップの
作成

『弱虫ペ
ダル』ブ
ランドの
活用

周辺市街
地でのイ
ベントと
連動した
ツアー実
施

自転車利
用時のマ
ナー啓発

筑波山
麓・りん
りんロー
ドでのサ
イクリン
グツアー

環境
日常的利用 ◎ 〇 〇

嗜好的利用 〇

健康
日常的利用 〇 〇

嗜好的利用 〇 ◎

地域
振興

日常的利用 〇 〇

嗜好的利用 〇 ◎ 〇 ◎ ◎

安全
日常的利用 ◎ 〇 ◎ ◎

嗜好的利用 〇 〇 〇

これまでのつくば市の自転車施策に対する意見の整理 資料2-2
（仮称）つくば市自転車活用推進計画の主要素に、これまでいただいた意見が
どのように当てはまるかを整理したものです。
※「◎」の項目が最も重要だと考える要素となっています。


